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２０１０年県民意識調査の概要 ＜速報値＞ 
 
① ２０１０年県民意識調査フェース区分結果 

   ◎ 集 計 数； 11,770名（組織内 5,162名、組織外 6,608名） 
   ◎ 回 収 率；   100％（組織内 103％ 組織外 98％） 
 
【職業区分】                【男女比率】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 09年調査との比較では、職業別は、会社員・公務員が若干減り、専業主婦やパート等が少し増加し
た。男女比率については、昨年とほぼ同率であり、バランス良い結果となる。 

 
【年齢区分】                【労働組合有無】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 年齢区分については、昨年とほぼ同率である。労働組合有無では、「ある」（51.6％）が昨年より 7.6

ポイント低下し、「ない」（37.4％）の方が高くなった。 

 
【地域集約数】 
人口比で見ると、全ての地域からバランス良く集約することができた。しかし、地域では伊勢崎が若

干少なく、安中が多くなった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

別資料 
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⑦政治や経済に関すること
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⑨特にない

⑩その他
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 心配事・困り事・関心事について 
１．心配事・困り事、関心事は何ですか。【２つ選択】 

■全体傾向 

「①自分や家族の老後」（51.9％）の値が最も高く、これに「②生活費や所得」（42.6％）、「健康･医療」

（32.7％）が続く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 2010 年の調査から、過去の統計で、意識の低かった設問である「土地や住宅」を削除し、「異常気

象など環境問題」の設問を入れた。 

■過去３年間の比較 

「①自分や家族の老後」（51.9％）が０３年から８年連続してトップとなった。 

 「⑥県民生活の安全・安心（治安・食）」（4.5%）が 5.2 ポイント低下した。また、昨年は、「雇用や

職場環境」が、08年から 5.6 ポイント上昇したが、本年は、（20.5％）と改善はしたが一昨年までには、

戻らない。また、「生活費や所得」の不安は、徐々にではあるが増加が続く。 
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⑤介護等の周囲に対する負担感

⑥親や祖父母の面倒を見られるか心配

⑦介護保険など高齢者福祉への不安

⑧年金がもらえるか不安

⑨特にない

⑩その他
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⑤介護等の周囲に対する負担感

④老人福祉施設に入れるか不安

③一人で生活する寂しさ(孤独感)

②健康でいられるか不安

①金銭的な不安

％

2010年

2008年

2009年

２．自分や家族の老後に関する不安、心配事についてお答え下さい。【２つ選択】 

■全体傾向 

「①金銭的な不安」（53.3％）、「②いつまでも健康でいられるか不安」（47.1％）の２項目が５割以上

の高い値を示す。続いて「⑨年金がもらえるか不安」（27.7％）が続き、「⑥親や祖父母の面倒を見られ

るか心配」（22.4％）が２割台で続く。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■過去３年間の比較 

「①金銭的な不安」（53.3％）と「②健康でいられるか不安」（47.1％）が１位・２位で０６年から５

年連続して同じ順位となった。 

 「⑤介護等の周囲に対する負担感」（13.1%）が昨年比 4.9 ポイント低下した。また、「①親や祖父母

の面倒を見られるか心配」（22.4％）が、昨年比から 12.6 ポイントと高い上昇となった。「年金がもら

えるか不安」（27.7％）の値が低下しており、民主党政権になったことが数値を下げた一つの要因と考

えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



全体傾向では「①ある」（41.4％）と「どち

らかと言えばある」（32.0%）を足すと７割を超

えており高い値を示す。 
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①解雇への不安

②賃金や退職金の減額
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④会社の受注する仕事の減少

⑤求人数の減少（就職氷河期）

⑥会社の存続

⑦企業の国内統合や海外への進出

⑧労働者・経営者の精神面や健康面

⑨その他 ％
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7.1

26.6
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2009年

2010年

ある＋どちらかと言えばある どちらかと言えばない＋ない

雇用・労働について 
無職・休職中の方は思ったことを回答。 
３．雇用・労働に対する不安はありますか。 
【１つ選択】 
■全体傾向 

 

 

 

 

 

 

■2009 年との比較 

「ある＋どちらかと言えばある」の値は、2009 年から 18.2 ポイントと大きく低下したが、7 割の方

が現在も不安に感じている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

４．雇用・労働に関する不安はどんな事ですか。感じることをお答えください。【２つ選択】 
■全体傾向 

「②賃金や退職金の減額」（39.6％）が最も高く、「①解雇への不安」（19.5％）、「③人員の減少による

仕事量の増加」（19.5%）が同じ値で続き、「⑥会社の存続」（17.7％）となっている。 
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③各地域の労働基準監督署

④地元自治体の労働窓口

⑤連合群馬のなんでも労働相談

⑥若者就職支援センター（ジョブカフェ）

⑦ハローワーク（職業安定所）

⑧わからない・知らない

⑨その他
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①新分野、新規の企業誘致（優遇措置）

②求人開拓員の増員（県・労働局に設置）

③若者就職支援事業の強化（ジョブカフェ）

④新規雇用創出企業への優遇措置

⑤ワンストップサービスの強化継続

⑥求人増を目指した知事のトップセールス

⑦職業訓練の強化

⑧その他
％
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49.3

27.3

25.8

17.6
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①資金調達支援に向けた融資枠拡大

②法人税や固定資産税の優遇措置

③販売経路などの開拓支援

④産・官・学の連携で新技術・新製品開拓

⑤各種県施策に関する相談体制の充実

⑥その他

％

５．雇用・労働問題や働くことで困ったとき、家族や友人以外で何処に相談しますか、又
は知っていますか。【２つ選択】 

■全体傾向 

「⑦ハローワーク（職業安定所）」（53.1%）で高く、「⑧わからない・知らない」（38.8%）が続く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

６．就職や新卒採用が厳しい中、群馬県がおこなうべき施策は何ですか。【２つ選択】 
■全体傾向 

「①新分野、新規の企業誘致（優遇措置）」（50.9%）が高く、「④新規雇用創出企業への優遇措置」（32.8%）

と続き、「③若者就職支援事業強化（ジョブカフェ）」（28.8%）、「②求人開拓員の増員（県・労働局に設

置）」（23.2%）と２割台で続く。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

７．群馬県内の中小企業支援に向けて行政の施策で何が重要と考えますか。【１つ選択】 
■全体傾向 

「①資金調達支援に向けた融資枠拡大」（58.7％）、「② 法人税や固定資産税の優遇措置」（49.3％）の２

項目が高くなっている。 
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①労働条件の向上（賃金・職場環境）

②若者就職支援事業との連携

③失業者に対する介護の職業訓練の充実

④介護職の方への悩み相談の実施

⑤外国人の介護資格取得への支援

⑥定年退職者や高齢者の活用

⑦立入検査等による職場環境改善の指導

⑧その他
％
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①救急医療体制の充実

②医師・看護師の確保

③高度医療導入（重粒子線治療等）

④県民の医療に関する理解・知識の向上

⑤地域の病院施設などの充実

⑥その他

％
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35.6
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4.6
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①ファミリーサポートセンターの充実

②児童手当の充実・拡充

③待機児童解消への施策

④長時間保育・夜間休日保育の拡充

⑤子育ての悩み相談の充実

⑥男性の育児休職取得に向けたＰＲ

⑦企業への仕事と家庭の両立支援策の強化

⑧その他

福祉・社会保障 
８．介護や福祉の現場では人材確保が重要な課題です。何が必要ですか。【２つ選択】 
■全体傾向 

「①労働条件の向上（賃金・職場環境）」（83.2％）が最も高い値を示ている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

９．子育てする上で行政に強化して欲しい施策は何ですか。【２つ選択】 
■全体傾向 

「②児童手当の充実・拡充」（45.1％）が高い値を示し、「⑦企業へ仕事と家庭の両立支援策の強化」

（37.0％）、「④長時間保育・夜間休日保育の拡充」（35.6％）となり、その他設問が２割から１割で続

く。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

１０．医療に関して行政が取り組むべき施策は何が必要ですか。【２つ選択】 
■全体傾向 

「②医師・看護師の確保」（65.8％）の値が最も高く、「②救急医療体制の充実」（57.1%）と「⑤地域の

病院施設などの充実」（45.3％）が高い値で続く。 
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④地域の特色を生かした教育の実践

⑤労働者・経営者・行政・学校との連携

⑥保護者の協力や理解の向上

⑦その他

％

65.6

35.8

27.8

18.9

38.5
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①小学校での情報教育などの推進

②法や条例での規制強化

③子ども専用携帯電話などの開発

④子どもの携帯電話所持の禁止

⑤親をはじめ大人への理解活動推進

⑥その他

％
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4.4

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

①外部人材指導者の確保

②近隣地域・住民と連携した活動

③指導者育成などの研修活動（資格制度）

④学校開放などでの場所の確保・提供

⑤運動場や公民館・図書館などの充実

⑥地域住民に労働支援センターの周知

⑦その他

％

教育 
１１．子どもたちが「働く」ことに関する教育について何が必要ですか。【２つ選択】 
■全体傾向 

「②企業と学校との連携、協力度向上」（52.5％）が最も高い値を示し、「①キャリア教育の充実」（37.0％）、

「⑤労働者・経営者・行政・学校との連携」（34.9％）、が比較的高い値で続き、「④地域の特色を生か

した教育の実践」（28.2％）となる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
１２．子ども達は親の知らない所で簡単にたくさんの情報に触れています。情報社会の中

で、子ども達が情報を正しく活用するにはどのような施策が必要ですか。【２つ選択】 
■全体傾向 

「①小学校での情報教育などの推進」（65.6％）が最も高い値を示し、「⑤親をはじめ大人への理解活動

推進」（38.5％）と「②法や条例での規制強化」（35.8％）が比較的高い値で続く。「③子ども専用携帯

電話などの開発」（27.8%）が続く。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１３．生涯学習を進める上では、地域との連携が必要となることもあります。進める上で

何が必要と感じますか。【２つ選択】 
■全体傾向 

「②近隣地域・住民と連携した活動」（50.3％）が最も高い値を示し、「⑤運動場や公民館・図書館など

の充実」（34.8%）と「④学校開放などでの場所の確保・提供」（31.2％）が３割台で続く。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



「②使用を心がけている」（39.3％）の値が

最も高く、「③あまり使用したことはない」

（23.8％）と「④まったく使用していない」

（23.8%）が同じ値だが少し③が高い。 
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①県民の自主的な取り組み

②太陽光・風力など自然エネルギーの拡充

③森林整備など緑化の推進

④ゴミの削減

⑤企業の二酸化炭素排出量削減強化

⑥通勤など公共交通機関の利用促進

⑦アイドリングストップ運動の推進

⑧行政自らエコカーなどの積極導入

⑨その他
％
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0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

①効率な生産・出荷体制の確立

②就農希望者への農業技術教育等の支援

③耕作してない田畑の利用促進

④県民への地産・地消や食育の推進

⑤県内農産物のブランド化・販路拡大

⑥専門校との連携した農業支援

⑦農業従事者への資金援助

⑧その他

％

環境 
１４．環境問題は喫緊の課題です。 

あなたはエコバッグ・カゴを使用 

していますか。【１つ選択】 
■全体傾向 

 

 

 

 
 
 
 
 

１５．地球温暖化防止策で重要なことは何ですか。【２つ選択】 
■全体傾向 

「④ゴミの削減」（45.2％）の値が高く、「②太陽光・風力など自然エネルギーの拡充」（42.0%）が続く。

「①県民の自主的な取り組み」（32.1%）と「③森林整備など緑化の推進」（29.3%）が３割前後で続く。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

農業 

１６．農業振興のためにどんな施策が必要と感じますか。【２つ選択】 
■全体傾向 

「③耕作してない田畑の利用促進」（45.6％）の値が最も高く 、「②就農希望者への農業技術教育等の支

援」（44.4％）、が近い値で続く。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 



「①知っている」（68.9％）の値が高くなった。 

①必ず参
加する
4.7%

②時々参
加する
13.9%

③参加し
ない
29.4%

④やって
いるかわ
からない
50.8%

不明
1.2%

「④やっているかわからない」（50.8%）の値が最も

高く、「③参加しない」（29.4%）と続く。 

①知って
いる
68.9%

②知らな
い

29.7%

不明
1.5%
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①知っている ②知らない 不明

防災 

１７．あなたが住んでいる地域の災害時の 

避難場所を知っていますか。【１つ選択】 
■全体傾向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
■地域ごとの認知度 

避難場所は７割近くの方が「知っている」と答えており、富岡の値が最も高く、伊勢崎が続く。「知

らない」と答えた方の割合は、太田の値が一番高く、桐生、吾妻が続く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１８．あなたは地域でおこなう防災訓練に参加していますか。 

【１つ選択】 
■全体傾向 
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37.0

21.1

32.9

29.9

14.5
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0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

①異常気象時の緊急警報情報の早期伝達

②地域防災マップの策定と周知

③防災計画の県民への周知

④河川改修や学校耐震化等の整備

⑤防災無線など緊急連絡体制の強化

⑥行政と地域住民の話し合いの推進

⑦その他
％
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①必ず参加する ②時々参加する ③参加しない ④やっているかわからない

29.2

25.2

35.8

29.9

9.1

22.5

39.8

3.8

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

①警官の目に見える配置（パトロール強化）

②交通違反の取締強化

③交通ルールの順守・周知の強化

④定期的な高齢者の運転適性検査の実施

⑤高齢運転者標識の着用義務化（紅葉マーク）

⑥交通弱者に対する思いやり意識の醸成

⑦歩行者・自転車などのマナー向上

⑧その他

■地域ごとの理解度 

防災訓練の参加について、全体で５割の方が「やっているかわからない」（50.8％）と答えており、地

域では太田が高い値を示している。「必ず参加する」と答えた方は、富岡の値が一番高くなっている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１９．災害に備えた行政施策は何が必要と感じますか。【２つ選択】 
■全体傾向 

「①異常気象時の緊急警報情報の早期伝達」（54.4％）が最も高い値を示し、これに「②地域防災マッ

プの策定と周知」（37.0％）と「④河川改修や学校耐震化等の整備」（32.9%）と「⑤防災無線など緊急

連絡体制の強化」（29.9%）が３割前後で続く。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

防犯 

２０．交通事故が増加しています。どのような施策が必要と考えますか。【２つ選択】 
■全体傾向 

「⑦歩行者・自転車などのマナー向上」（39.8％）と「交通ルールの遵守・周知の強化」（35.8％）が３

割を超えており、続いて「④定期的な高齢者の運転適正検査の実施」（29.9％）や「警官の目に見える

配置（パトロール強化）」（29.2％）が続く。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



61.2

37.0

28.6

18.7

10.2

9.2

13.8

9.6
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0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

①警官のパトロール強化（目に見える配置）

②防犯カメラの設置

③地域住民の自主パトロール

④児童虐待の未然防止

⑤ストーカーやＤＶの未然防止

⑥性犯罪に関する対策強化

⑦振り込め詐欺対策

⑧禁止薬物対策

⑨その他 ％

53.8

30.0

24.2

56.7

22.2

5.4

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

①ものづくり産業への行政支援

②産・学・官との連携した最先端技術開発

③県内出身者の優秀な人材確保

④中小企業への支援やサポート

⑤立地条件を生かした工業団地の造成

⑥その他

％

24.7

38.3

21.9

15.2

61.3

29.5

3.5

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

①観光振興計画の県民理解向上

②公共交通の活性化

③道路などのインフラ整備

④富岡製糸場などの観光拠点の強化

⑤温泉や農産物など群馬ブランド力アップ

⑥地元食材の活用

⑦その他
％

２１．防犯に関して取り組むべき施策は何ですか。【２つ選択】 
■全体傾向 

「①警官のパトロール強化（目に見える配置）」（61.2%）の値が 最も高く、「②防犯カメラの設置」（37.0%）、

と「③地域住民の自主パトロール」（28.6％）が３割前後で続く。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

行政 

２２．群馬の経済・産業の振興について何が必要と考えますか。【２つ選択】 
■全体傾向 

「④中小企業への支援やサポート」（56.7％）と「①ものづくり産業への行政支援」（53.8%）が５割台

で最も高く、「②産・学・官との連携した最先端技術開発」（30.0%）が続く。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２３．群馬の観光振興について何が必要と考えますか。【２つ選択】 
■全体傾向 

「⑤温泉や農産物など群馬ブランド力アップ」（61.3％）の値が最も高く、「②公共交通の活性化」

（38.3％）が続き、２割台で「⑥地元食材の活用」（29.5％）と「①観光振興計画の県民理解向上」（24.7％）

となる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



「②やや満足している」（36.9％）の

値が最も高く、「③やや不満足である」

（23.8%）が続く。 
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わからない
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不明

1.3%

「①どちらかと言えば暮らしやすい」（47.1％）の値が最も

高く、「①暮らしやすい」（26.1％）が続く。「⑤暮らしにく

い」（1.9%）と答えた方は少ない結果となった。 
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満足・やや満足 やや不満足・不満 わからない

２４．あなたの住んでいる市町村の行政運営 
に満足していますか。【１つ選択】 

■全体傾向 

 

 
 
 
 
■地域ごとの満足度 

「満足・やや満足」の値は、太田（56.1％）が最も高く、高崎（48.9%）、前橋（48.8%）が続く。 

「やや不満足・不満」の値は、沼田（57.3％）の値が最も高く、吾妻（52.1%）、藤岡（50.3%）、安中（48.4%）、

富岡（46.5％）と続く。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２５．あなたにとって群馬県は暮らしやすいですか。 
【１つ選択】 
■全体傾向 

 

 

 

 

■地域ごとの満足度 

「暮らしやすい・どちらかと言えば暮らしやすい」の値は、高崎（78.0％）が最も高く、前橋（77.0%）、

伊勢崎（75.5%）が続く。 

「どちらかと言えば暮らしにくい・暮らしにくい」の合計値は、吾妻（12.8％）の値が最も高く、館林

（9.1%）、沼田（8.9%）と続く。 
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①公共事業の推進

②賃上げなどによる個人消費拡大

③企業へ税などの優遇措置

④国民への減税措置

⑤雇用の確保

⑥外需から内需拡大への政策

⑦その他
％

「③聞いたことはあるが活動は知らない」（31.8％）

の値が最も高く、「④知らない」（25.2％）、「②聞い

たことがあり活動を知っている」（22.1％）と続く。 
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①知っており活動に参加したことがある ②聞いたことがあり活動を知っている

③聞いたことはあるが、活動は知らない ④知らない

不明

２６．あなたは当面の景気対策のために何が必要と考えますか。【２つ選択】 
■全体傾向 

「②賃上げなどによる個人消費拡大」（49.2％）の値が最も高く、「⑤雇用の確保」（48.8％）、「④国民

への減税措置」（43.3％）が 40％台で続き、「①公共事業の推進」（21.2％）は、2割台となる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
連合群馬認知度 

２７．昨年１２月、連合群馬は２０周年を迎えました。 

あなたは連合群馬を知っていますか。【１つ選択】 
■全体傾向 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
■連合群馬の認知度 2006年調査と比較【労働組合なしを抜粋】 

 2006 年との比較では「知っており活動に参加したことがある」も５％下がり、聞いたことがあり活動

を知っているも若干下がった。認知度は下がっている。 
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0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

①ぐんまふれあいフェスティバル

②地域なんでも労働相談

③県民意識調査（県市町村へ政策要求）

④県・市町村への政策・制度要求と提言

⑤労働組合づくり支援

⑥各種セミナーの開催（政策や男女平等など）

⑦街頭宣伝活動（アピール行動）

⑧総合生活改善闘争（春闘）

⑨政治活動

⑩知っているものはない

⑪その他
％

32.8

30.4

35.0

26.6

40.1

9.8

18.1

12.9

12.3

24.2

16.2

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

①県民を対象とした参加型イベント

②なんども労働相談など相談活動

③非正規労働者支援の取り組み

④群馬県や労働局と連携した取り組み

④県民目線の政策を県や市町村への提言

⑥勤労者の代表議員を増やす政治活動

⑦平成や人権に関する運動

⑧労働組合づくり

⑨教育過程におけるキャリア教育の参画

⑩環境や森林整備などのボランティア

⑪政権与党に対し意見提起
％

「①必要である」（56.7％）の値が最も高く、「②な

いよりあった方が良い」（24.4%）が続く。 

「①必要である」と「②ないよりあった方が良い」

を足すと 81.1%の方があった方が良いと答えている。 

 

不明
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②ないより
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24.4%

③どちらと
も言えない

10.2%

④必要とは
思わない

1.6%

⑤わからな
い

5.3%

２８．連合群馬の活動で知っているものは何ですか。【すべて選択】 
■全体傾向 

「①ぐんまふれあいフェスティバル」（56.1％）の値が最も高く、２０％台で、「③県民意識調査」

（26.4％）が続き「⑨政治活動」（21.7%）、「総合 生活改善闘争（春闘）」（21.1%）が続く。 

また、「⑩知っているものはない」（22.8％）が高い値を示す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２９．連合群馬の活動に期待することや活動を強化・充実して欲しいもの【３つ選択】 
■全体傾向 

「県民目線の政策を県や市町村への提言」（40.1％）の値が最も高く、「③非正規労働者支援の取り組み」

（35.0％）が続き、「①県民を対象にした参加型イベント」（32.8%）、「②なんでも労働相談など相談活

動」（30.4%）が３割を超えている。 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３０．労働組合は必要だと思いますか。 
【１つ選択】 

■全体傾向 
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組合なし

組合員

①必要である ②ないよりあった方が良い ③どちらとも言えない

④必要とは思わない ⑤わからない 不明

 
■組合員と組合なしの方の比較 

 組合員は「必要である」が高く、組合なしの方は４割が「必要」、３割は「ないよりあった方が良い」

と答えており７割が必要と感じている。また、「わからない」と回答した殻も多い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

以 上 


